
関数 y = x2 − 2xの t ≦ x ≦ t+ 1における最小値を f(t)とおく,

(1) t ≦ ＊ のとき, f(t) = t2 +

＊ ≦ t ≦ ＊＊ のとき, f(t) =

＊＊ ≦ tのとき, f(t) = t2 + tである。

(2)

∫ 1

−1
f(t) dt = である。

(3) x ≧ −1のとき, g(x) =

∫ x

−1
f(t) dtは x = のとき最小値
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